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※当資料に従うことで、法令違反がないことを保証する資料ではありません。
※あくまで参考としてご活⽤いただくことを想定している資料です。実際の制度内容は国の資料等をご確認ください。
※当資料は、2025年12⽉時点の内容となっております。最新の情報は国の資料等をご確認ください。
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補助⾦‧助成⾦の勘定科⽬＆会計処理まるわかりBOOK

使⽤する勘定科⽬

 補助⾦や助成⾦を受け取った際は、⼀般的に「雑収⼊」の勘定科⽬を使⽤して仕訳を⾏います（例外あり）。

消費税の取り扱い

補助⾦‧助成⾦には対価性がないため、消費税は発⽣しません（不課税取引）。 受け取った⾦額をそのまま帳簿に記載します。

法⼈税の取り扱い

消費税はかかりませんが、法⼈の「収益」として計上されるため、法⼈税（課税所得）の計算対象となります。 多額の補助⾦を受け取ると、⼀時的に税負
担が増える点に注意が必要です。

助⾦‧助成⾦の勘定科⽬と税務の基本
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補助⾦‧助成⾦は「⽀給決定」から「⼊⾦」までタイムラグがあるケースがあります。状況に応じた2つの仕訳パターンを押さえましょう。

① ⼊⾦時に計上する場合（原則）：⼝座に振り込まれたタイミングで収益計上します。

⼊⾦タイミングで変わる仕訳⽅法

借⽅ ⾦額 貸⽅ ⾦額

預⾦ 500,000 雑収⼊ 500,000

② ⽀給決定から⼊⾦まで期間がある場合：決定通知があった時点で「未収⼊⾦」として計上し、⼊⾦時に消し込みます。

【A. ⽀給決定時】                                                                                                                           【B. ⼊⾦時】

借⽅ ⾦額 貸⽅ ⾦額

未収⼊⾦ 500,000 雑収⼊ 500,000

借⽅ ⾦額 貸⽅ ⾦額

預⾦ 500,000 未収⼊⾦ 500,000
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税負担を繰り延べる「圧縮記帳」の仕組み

補助⾦を受け取って収益計上すると、その年度の法⼈税が増加します。この税負担を軽減し、キャッシュフローへの影響を抑える制度が「圧縮記帳」で
す。

課税所得となる利益を将来に繰り延べる制度です（トータルの⽀払税額は基本的に変わりません）。補助⾦を受け取った初年度の税額増加を抑えられま
す。

活⽤できる主なケース

圧縮記帳は以下のケース等に限られ、対象資産や上限額の規定があります。

‧国庫補助⾦ ‧⼯事負担⾦ ‧保険差益 ‧交換差益 ‧特定資産の買い換え

税負担を繰り延べる「圧縮記帳」の仕組み
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例：1,500万円の機械を購⼊し、500万円の補助⾦を受けた場合

① 補助⾦の受取と機械の購⼊

実践！圧縮記帳の仕訳（直接減額⽅式）

借⽅ ⾦額 貸⽅ ⾦額

預⾦ 5,000,000 補助⾦収⼊ 5,000,000

機械装置 15,000,000 預⾦ 15,000,000

② 圧縮損の計上：補助⾦額を「圧縮損」とし、機械の取得価額を直接減額します。

借⽅ ⾦額 貸⽅ ⾦額

機械圧縮損 5,000,000 機械装置 5,000,000

③ 減価償却：機械の実質負担額（1,000万円）を基に減価償却費を計算します。

借⽅ ⾦額 貸⽅ ⾦額

減価償却費 2,000,000 機械装置 2,000,000 ※耐⽤年数5年、定額法の場合（(1,500万-500万)×0.2（定額法償却率）


